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桜
を
満
喫
す
る
こ
と
な
く
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
話
題
ば
か
り
で
す
。
京
都
大
学
で

ウ
イ
ル
ス
研
究
を
さ
れ
て
い
る
宮
沢
孝

幸
先
生
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
で
も
注
意
喚
起
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
窓
は
開
け
て
、
鼻
で
息
を
す
る
。

・
外
出
中
は
顔
を
触
ら
な
い
。

・
家
に
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
手
を
洗

　う
。

・
人
に
会
う
と
き
は
マ
ス
ク
を
す
る
。

　
感
染
拡
大
を
防
ぐ
の
は
、
一
人
ひ
と

り
の
意
識
が
大
切
で
す
。
マ
ス
ク
や
消

毒
、
念
入
り
な
手
洗
い
を
心
が
け
、
読

書
な
ど
家
で
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
　
　
　
　 

（
西
本
　
祐
子
）

議
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広
報
特
別
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員
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祐
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副
委
員
長
　
大
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一
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委
　  

員
　
神
出
　
佳
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委
　  

員
　
水
本
冨
美
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委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

町政を問う「学校給食の安全」ほか
政務活動費の使いみち
子ども議会「観光のまちづくり」ほか
委員会審議「コミュニティバス試行」ほか

16

6
8

宇多津北小「水族館を中心としたまちづくりを」
　水族館や観光スポットをめぐる「町内ぐるっとバス」を運行し
　ては。
　今年秋から、水族館・病院・ス
　ーパーなどを回る巡回バスを試
　行運転する予定。
　「街なか水族館」を展開しては。
　水槽を設置する場所の確保や環
　境整備が課題。

　２月18日、子ども議会が開催され、町内小中学
校の代表が本会議場で質問しました。参加したのは
児童会・生徒会の子どもたちで、児童会などに入っ
た理由は「学校や地域を良くしたい」「みんなのた
めに働きたい」というものでした。そのような思い
があり、子どもたちは町の将来を真剣に考えた素晴
らしい質問をしていました。

Ｑ 

A 

Ｑ 
A 

　スタンプラリー付きのパンフレット
　を作成しては。
　「うたづさんぽみち」というWEBサ
　イトに関連したガイドマップを作る。
　インスタ映えスポットはないのか。
　三ツ岩やゆるぎ岩などたくさんのイ
　ンスタ映えスポットがある。

Ｑ 

A 

Ｑ 
A 

質問をする宇多津北小 児童会のみなさん

議長や書記、質問者もこなす宇多津中
生徒会のみなさん

「観光客であふれるまちづくりを」宇多津小

質問をする宇多津小 児童会のみなさん

　防災訓練で、若者や小中学生が
　興味を持つ「防災クッキング」
 「防災グッズづくり」のイベント
　を開催しては。
　 「防災クッキング」は訓練の中
　での調整が難しい。「防災グッ
　ズづくり」を訓練メニューに取
　り入れることは可能。

Ｑ 

A 

《感想》
・貴重な体験を将来活か
　したい。
・質問が宇多津町のため
　になるなら、うれしい。
・議会の事が理解できた。

《感想》
・貴重な体験ができた。
・町や政治について考え
　るいい機会になった。
・町民の一人としてでき
　ることをしていきたい。

《感想》
・自分たちの質問が町の
　ために役立っている。
・新しく発見することも
　あっていい経験になった。
・自分で考えたことを発
　表できてうれしかった。

宇多津中　「町で取り組む防災」

子ども議会子ども議会

4

～宇多津臨海公園～
　コロナウイルスの感染拡大が危惧されています。
　春休みのこの時期は、いつもなら子どもたちで
溢れている公園も、閑散としていました。
　一日も早く終息することを願うばかりです。
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定
例
会
報
告

議
員
の
賛
否

今
年
度
の
目
玉
施
策 南部地区（宇多津小学校区）に児童館を

設置するための用地造成を今秋から行
う。児童館は令和3年度に建築予定。

5162万円

南部地区児童館
造成始まる

平成16年度に整備した固定系防災行政無線
　を更新する。これにより、災害時の住民
　への避難情報の発信や非常時の通信

の確保に力を入れる。

2億2660万円

避難情報を　　　
　　わかりやすく

令和２年
第１回定例会
令和２年

第１回定例会
令和２年

第１回定例会

◯は賛成、×は反対、欠は欠席

お　も　な　審　議　案　件

令和元年度一般会計補正予算（第５号）
令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和元年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和元年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）
令和元年度はなの森墓地公苑整備事業特別会計補正予算（第１号）
令和２年度一般会計予算　【67億9200万円】
令和２年度国民健康保険特別会計予算
令和２年度介護保険特別会計予算
令和２年度後期高齢者医療特別会計予算
令和２年度下水道事業特別会計予算
令和２年度はなの森墓地公苑整備事業特別会計予算
印鑑条例の一部改正
まちづくり拠点施設条例の一部改正（こめっせ使用料）
職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正
固定資産評価審査委員会条例の一部改正
火災弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
宇多津町営住宅設置及び管理条例の一部改正
町道路線の認定（東分・岩屋・長縄手の開発道路）
宇多津町産業資料館「うたづ海ホタル｣の指定管理者の指定
宇多津臨海公園の指定管理者の指定
固定資産評価審査委員（山本　章二氏）の選任
議会基本条例の一部改正
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出
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水
本
冨
美
子

港      

一
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大
黒
　
一
也

井
上
　
弘
治

西
本
　
祐
子

濵
中
　
保
夫

大
松
喜
次
郎

宮
本
　   

隆

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

藍
川
佳
津
樹

本会議 議員の賛否

　
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
の
補
助
金
を
活
用

し
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
て
空
調
や
照
明
の
改

修
を
行
う
。
補
助
金
の
認
可
が
下
り
て
か
ら

工
事
を
開
始
す
る
た
め
、
夏
に
着
工
予
定
。

　
　
　
　
　
　 

（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

（
２
億
３
５
４
０
万
円
）

ユ
ー
プ
ラ
ザ
の
改
修
工
事

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
行
運
行
を
開
始

す
る
。
町
内
２
路
線
で
、
令
和
２
〜
５
年
度

に
か
け
て
試
行
運
行
を
実
施
し
、
検
証
す
る
。

　
　
　
　
　
　 

（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

（
１
６
５
０
万
円
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試
行
運
行

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
平
成
30
年
度
か

ら
道
路
や
新
都
市
内
の
公
園
を
整
備
し
て
い

る
。
令
和
２
年
度
は
中
央
公
園
ト
イ
レ
の
改

修
や
遊
歩
道
（
浜
五
番
丁
）
の
改
良
、
町
営

住
宅
新
開
南
団
地
の
修
繕
の
ほ
か
、
道
路
の

舗
装
修
理
や
急
傾
斜
地
の
崩
壊
防
止
な
ど
を

行
う
。

（
１
億
６
１
６
０
万
円
）

公
園
の
ト
イ
レ
改
修
・
遊
歩
道

改
良
な
ど

ユープラザうたづ　ロビーの照明

老朽化した中央公園のトイレ

改良予定の遊歩道

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で
13
日
間
開
催
し
、
議
案

21
件
、
人
事
案
件
１
件
、
発
議
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
議
案
は
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
は
３
月
５
日
と
６
日
に
行
わ
れ
、
論
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

新都市の整備と 福祉のまちづくり新都市の整備と 福祉のまちづくり
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の
崩
壊
防
止
な
ど
を

行
う
。

（
１
億
６
１
６
０
万
円
）

公
園
の
ト
イ
レ
改
修
・
遊
歩
道

改
良
な
ど

ユープラザうたづ　ロビーの照明

老朽化した中央公園のトイレ

改良予定の遊歩道

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で
13
日
間
開
催
し
、
議
案

21
件
、
人
事
案
件
１
件
、
発
議
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
議
案
は
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
は
３
月
５
日
と
６
日
に
行
わ
れ
、
論
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

新都市の整備と 福祉のまちづくり新都市の整備と 福祉のまちづくり
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

ふるさと納税 
　　　　　　新たな取組み

総務課

マンホールトイレ設置

地域整備課

コミュニティバス

まちづくり課

ユープラザの改修工事

総務課

雨水の貯留槽

地域整備課

ペッパー君の導入

学校教育課

大松杯アンケート

生涯教育課

トイレの洋式化

住民生活課

意
見
交
換
会

お待たせ

　しました

　ユープラザの空調や照明の工事予
定は。

総務建設常任委員会関連
ペッパー君でＩＣＴ教育を充実 コミュニティバスの試行運行

教育民生常任委員会関連

Q 　コミュニティバスの試行運行はい
つからか。路線や停留所は。

　障がいをお持ちの方などについて
は検討している。
　　　　　　　（関連記事は❷ページ）

A

Q 　割引はあるのか。
A

　本年秋からの運行開始に向けて準
備を進めている。１回の運賃は200
円程度、２路線でバス停は60か所程
度を予定している。

Q

A 　照明は夏から、空調は秋からを予
定している。
　工事が始まると図書館も休館する
のか。

Q

A 　一時的な休館があるかもしれない。
今後、協議する。
　　　　　　　（関連記事は❷ページ）

Q 　水族館の入場チケットはどうか。
A 　現在、検討中である。

　どこにどれくらいの貯留槽を設置
するのか。

Q

A 　近年のゲリラ豪雨対策として、庁
舎の北駐車場に400㎥、南駐車場
に300㎥を予定している。

　人型ロボットペッパー君の導入経
緯は。

Q

A 　プログラミング教育が開始される
中、小中学校に各１台を導入する。
ＩＣＴ教育に関する独自の取り組み
である。

　大会のスタッフに大松杯の展望に
ついて、無記名のアンケートを取っ
てみてはどうか。

Q

A 　選手には会場の受付にてアンケー
ト調査をしたことがある。また、ス
タッフに対しては検討する。

マンホールトイレ

田植え体験をする女子大生

ペッパー君

Q

A

Q

A

　ふるさと納税の制度が改正された。
現在、町の返礼品の数はどれくらい
か。
　110種類程度。制度改正で地場の
ものに限られた。高松市・丸亀市・
綾川町などと協定を結び、共通返礼
品を増やしている。

　指定避難所である宇多津小学校・
北小学校・中学校・保健センターの
４か所。

　 今年度に設置するマンホールトイ
レは何か所か。

Q 　コミュニティ分館のトイレの洋式化
が進んでいるが、  今年度は何か所か。

A 　コミュニティ分館２か所を計画し
ている。

「農業と水路改修の予算確保を」（農業委員会）
　２月20日、農業委員会６名と議員10名
による意見交換会が行われました。農業
委員会からの要望は右の６項目です。ま
た、この懇談会の中でコミュニティバス
についても触れられ、交通弱者に対する
地域の足についても要望を受けました。
議会からは、試行運行により今後の動向
が決まることを伝えた上で、積極的な利
用をお願いしました。

　《要　望》
1．　農道と水路の改修に対する予算確保
2．　地籍調査の迅速推進
3．　農道水路の新設などの拡充の場合、
　  公道以外の買収の働きかけ
4．　県施工の鴨田川改修工事について県
　  への積極的要望
5．　集団営農に対する農機具などの補助
　  制度拡充
6．　農業関連予算の拡充

返礼品（改正後）
・返礼割合は３割以下
・返礼品は地場産品
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町
政
を
問
う

　

知
っ
と
ん
な

政
務
活
動
費

チェックしました
政務活動費はこのように使われています

☟総額は、議員一人あたり年間15万円まで

町政を問う

・イベントの危機管理は
・ボランティアポイントの導入を
・小学校の教科担任制の準備は

・税金などの支払いはスマホ決済可能か

・マイナンバーカードの普及促進を
・急傾斜地の対策を

・福祉タクシー券交付要綱を見直しては
・臨海公園駐車場および園内管理は

・コロナウイルスの対応は
・国民健康保険税の引き下げを

・理科の学習調査の結果と課題解決策は
・火災情報をメール発信できないか

・人口構造に沿ったごみ処理の広域・効率化
・第2期総合戦略とSDGｓの関連付けは

・学校給食への安全対応は
・ドライブレコーダー設置に補助を

（一般質問の件名）

藍川　佳津樹

神 出 　 佳 宏

水本　冨美子

大黒 一也

井 上 　 弘 治

西 本 　 祐 子

濵 中 　 保 夫

大松　喜次郎
氏　名 内　容（活動月・場所） 精算額総　額

29,850円
11,876円

水本 冨美子
        　 4万1,726円

神出　佳宏
        　 6万2,258円

港　　一紫      0円

井上　弘治
        　 7万3,922円

大黒　一也
        　 9万5,000円

西本　祐子
        　 4万9,880円

濵中　保夫
          11万3,370円

大松　喜次郎
          13万7,500円

宮本　　隆
         14万6,620円

藍川　佳津樹
         11万9,724円

・基本から学ぶ地方自治　                 （８月･東京）

・地方はどう生き残るか　　　　　    （５月･東京）

・地方自治制度と地方議会   　　　　  （８月･滋賀）
・書籍「自治体政策『人生100年時代の視点』」

・使用せず

・議員の役割・権利と議会の権限        （５月･京都）
・視点を生かした政策の発信　　        （７月･京都）

・質問のための情報収集ほか　　　  　（８月･熊本）
・書籍｢財政･市場･金融」｢資本の意思｣ほか

・人生100年時代と健康スポーツ　　    （８月･滋賀）
・世界情勢とわが町の未来     　　　　（８月･滋賀）
・災害に対する地方議会の対応 　　　 （１月･東京）

・政務活動費の適正支出チェック　　  （７月･京都）
・議会運営における質問のあり方        （11月･京都）
・広域連携の仕組みと議員の役割        （１月･東京）

・地方公共交通の基礎と街づくり        （６月･福岡）
・地域活性化のための行政戦略           （７月･東京）

26,650円
26,650円
60,070円

44,290円
　　　　　　　44,140円

58,190円

・地方はどう生き残るか                    （５月･東京）
・日本自治創造学会　年会費
・未来の文明をどう構築するのか        （12月･東京）
・書籍「選挙制を疑う」「安楽死特区」ほか

57,660円
2,000円
30,380円
29,684円

69,430円
68,070円

49,880円

　0円

45,000円
50,000円

50,130円
23,792円

62,258円

政務活動費とは・・・地方議員が調査研究などの活動に必要な経費として使えるものです。
研修やセミナーの参加費・交通費・宿泊費のほか書籍代などが認められています。
　仮払いの自治体が多い中、宇多津町では領収書を添付する清算払いで実費を支払い、年度
ごとの残金はすべて町に返還しています。

　３月12日に町内にラウンドアバウト（環状
交差点）が設置されました。これは信号機や
一時停止の規制を設けず、中央部の円形地帯
を時計回りに通行する交差点です。四国水族
館開園にあたって、交通量の大幅な増加が予
想されることから、交通の円滑化と事故防止
などの目的で整備されました。信号機による
交通制御を行っていないので、渋滞の解消は
もちろん災害時など停電しても安全に通行で
きます。また、信号設置費や電気代も削減で
きます。場所は町道宇多津駅公園線、香川短
期大学前の交差点です。
　すべての方が安全に道路を通行することが
できるように、運転される方は歩行者を優先
して安全運転を心がけましょう。

知っとんな

「ラウンドアバウト」
香川県初

《自動車》
・ラウンドアバウトの手前で、必ず減速、徐行
　をする。
・横断中の歩行者や環道を走っている車両が優
　先となる。環道に進入する直前は徐行して、
　再度安全確認をする。
・環道は時計回りで走行し、駐車や停車をして
　はいけない。
・環道から退出するときは左折の合図を行い、
　歩行者に注意する。

《歩行者》
・環道には入らない。
・道路を横断するときは、必ず横断歩道を渡る。
・環道から退出する車両に注意する。

　一般質問は定例の議会で行われ、

議員が行政全般にわたって政策提

言などをする機会です。町側も事

前準備が必要となりますので、開

会日の３日前までに「通告書」を

提出しなければいけません。

　宇多津町では、３月・６月・９

月・12月の議会で行われます。

ぜひ、傍聴にお越しください。

「一般質問」ってなあに？

上から見たラウンドアバウト
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29,684円

69,430円
68,070円

49,880円

　0円

45,000円
50,000円

50,130円
23,792円

62,258円

政務活動費とは・・・地方議員が調査研究などの活動に必要な経費として使えるものです。
研修やセミナーの参加費・交通費・宿泊費のほか書籍代などが認められています。
　仮払いの自治体が多い中、宇多津町では領収書を添付する清算払いで実費を支払い、年度
ごとの残金はすべて町に返還しています。

　３月12日に町内にラウンドアバウト（環状
交差点）が設置されました。これは信号機や
一時停止の規制を設けず、中央部の円形地帯
を時計回りに通行する交差点です。四国水族
館開園にあたって、交通量の大幅な増加が予
想されることから、交通の円滑化と事故防止
などの目的で整備されました。信号機による
交通制御を行っていないので、渋滞の解消は
もちろん災害時など停電しても安全に通行で
きます。また、信号設置費や電気代も削減で
きます。場所は町道宇多津駅公園線、香川短
期大学前の交差点です。
　すべての方が安全に道路を通行することが
できるように、運転される方は歩行者を優先
して安全運転を心がけましょう。

知っとんな

「ラウンドアバウト」
香川県初

《自動車》
・ラウンドアバウトの手前で、必ず減速、徐行
　をする。
・横断中の歩行者や環道を走っている車両が優
　先となる。環道に進入する直前は徐行して、
　再度安全確認をする。
・環道は時計回りで走行し、駐車や停車をして
　はいけない。
・環道から退出するときは左折の合図を行い、
　歩行者に注意する。

《歩行者》
・環道には入らない。
・道路を横断するときは、必ず横断歩道を渡る。
・環道から退出する車両に注意する。

　一般質問は定例の議会で行われ、

議員が行政全般にわたって政策提

言などをする機会です。町側も事

前準備が必要となりますので、開

会日の３日前までに「通告書」を

提出しなければいけません。

　宇多津町では、３月・６月・９

月・12月の議会で行われます。

ぜひ、傍聴にお越しください。

「一般質問」ってなあに？

上から見たラウンドアバウト
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問

今
津
生
涯
学
習
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

問 問 一
般
質
問

一
般
質
問

問

問

問

谷
川
町
長

大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

井上　弘治　議員
いのうえ　　 こう  じ

　
　
市
町
村
に
お
い
て
は
一
般

廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
、
そ
の

処
理
責
任
を
有
し
て
い
る
。
そ

の
区
域
内
に
お
け
る
一
般
廃
棄

物
の
減
量
に
関
し
住
民
の
自
主

的
な
活
動
の
促
進
を
図
り
、
及

び
処
理
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
事
と
な
っ
て
い
る
。
環
境
省

の
資
料
で
は
国
内
の
一
般
家
庭

ご
み
の
総
排
出
量
は
直
近
の
デ

ー
タ
で
は
10
年
間
で
約
12
％
ダ

ウ
ン
。
本
町
に
お
い
て
10
年
前

と
現
在
の
ご
み
の
減
少
率
は
。

人
口
構
造
に
沿
っ
た
ご
み
処
理
の
広
域
・
効
率
化

町
長

　ご
み
処
理
施
設
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
模
索

　
　
義
務
化
な
ど
法
整
備
が
あ

っ
た
場
合
、
再
考
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
。

　
　
考
え
て
い
な
い
な
ら
、
設

置
の
推
進
の
普
及
に
努
め
て
頂

き
た
い
が
。

　
　
昭
和
29
年
に
学
校
給
食
法

が
施
行
さ
れ
、
現
在
至
る
ま
で
、

子
ど
も
た
ち
の
お
昼
ご
飯
の
代

名
詞
で
あ
る
給
食
。
し
か
し
、

生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
か
ら
こ

そ
生
ま
れ
た
問
題
も
あ
る
。
偏

食
に
よ
る
残
食
、
食
中
毒
、
異

物
混
入
。 学

校
給
食
へ
の
安
全
対
応
は

生
涯
学
習
課
長

　危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
す
る

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
に
補
助
を

住
民
生
活
課
長

　現
時
点
で
は
設
置
補
助
金
は
考
え
て
い
な
い

　
細
心
の
管
理
の
も
と
で
提
供

さ
れ
て
い
る
が
、
可
能
性
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
。
特
に
異
物
混
入

が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
、
学
校

現
場
で
の
対
応
、
保
護
者
へ
の

説
明
は
。

　
　
あ
お
り
運
転
や
交
通
事
故

を
抑
制
す
る
策
と
し
て
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
の
普
及
が

高
ま
り
、
物
的
証
拠
と
し
て
も

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
記
録

が
有
力
な
も
の
に
、
町
内
に
は

防
犯
カ
メ
ラ
　
設
置
を
し
て
い

る
が
、
設
置
す
る
台
数
を
増
や

す
こ
と
で
、
事
故
や
犯
罪
の
抑

止
力
の
向
上
、
動
く
防
犯
カ
メ

ラ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
に

つ
い
て
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。
現
時
点
で
は
設
置
補
助
金

の
導
入
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
務
化

に
な
れ
ば
必
要
と
思
う
が
、
効

果
の
必
要
性
を
考
え
て
自
分
で

設
置
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み

と
人
口
減
少
化
に
と
も
な
い
更

に
ご
み
減
量
化
が
予
測
で
き
る
。

町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
の
中
で
県
の
広
域
化
計
画
等

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
内

容
は
。
ご
み
焼
却
施
設
の
長
寿

命
化
や
住
民
に
費
用
負
担
を
か

け
な
い
適
正
な
処
理
計
画
は
。

　
　
　
　
　  

ご
み
処
理
施
設

「
角
山
環
境
セ
ン
タ
ー
」
は
35

年
が
経
過
し
、
改
修
工
事
を
行

っ
て
も
耐
用
年
数
は
最
長
15
年
。

次
の
ス
テ
ー
ジ
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
ご
み
処
理
の
広

域
化
・
効
率
化
に
向
け
て
調
査

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
の

方
に
普
及
の
推
進
を
強
く
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
給

食
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
、
異
物
の
報
告
が
あ
れ

ば
、
当
該
ク
ラ
ス
の
給
食
は
中

断
し
、
教
頭
か
ら
校
長
に
報
告

後
、
全
ク
ラ
ス
の
給
食
を
中
断

す
る
、
児
童
生
徒
の
被
害
状
況

を
把
握
し
、
異
物
確
認
し
た
ら

に
対
し
補
助
支
援
を
す
る
こ
と

も
考
え
て
頂
き
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
20

年
度
の
ご
み
の
総
量
が
８
１
５

７
ト
ン
、
29
年
度
の
ご
み
の
総

量
が
７
１
９
５
ト
ン
で
約
11
．

８
％
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
献
立
給
食
を
中
止
と
同
時

に
、
教
育
委
員
会
、
給
食
セ
ン

タ
ー
に
も
連
絡
。
教
育
委
員
会

か
ら
他
学
校
な
ど
関
係
機
関
に

連
絡
。

　
被
害
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

は
経
過
説
明
と
対
策
、
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

角山環境センター
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井
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井
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活
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般
質
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問
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図
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で
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％
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本
町
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と
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の
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は
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口
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の
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の
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ど
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整
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が
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た
場
合
、
再
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こ
と
は
。
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い
な
い
な
ら
、
設

置
の
推
進
の
普
及
に
努
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て
頂

き
た
い
が
。

　
　
昭
和
29
年
に
学
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給
食
法

が
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行
さ
れ
、
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在
至
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ま
で
、

子
ど
も
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お
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ご
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代
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あ
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。
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し
、

生
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が
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そ
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る
。
偏
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、
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中
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、
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混
入
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の
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課
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で
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細
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管
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の
も
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で
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が
、
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は
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に
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混
入

が
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さ
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た
場
合
の
、
学
校

現
場
で
の
対
応
、
保
護
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へ
の

説
明
は
。

　
　
あ
お
り
運
転
や
交
通
事
故

を
抑
制
す
る
策
と
し
て
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
の
普
及
が

高
ま
り
、
物
的
証
拠
と
し
て
も

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
記
録

が
有
力
な
も
の
に
、
町
内
に
は

防
犯
カ
メ
ラ
　
設
置
を
し
て
い

る
が
、
設
置
す
る
台
数
を
増
や

す
こ
と
で
、
事
故
や
犯
罪
の
抑
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力
の
向
上
、
動
く
防
犯
カ
メ

ラ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
に

つ
い
て
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。
現
時
点
で
は
設
置
補
助
金

の
導
入
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
務
化

に
な
れ
ば
必
要
と
思
う
が
、
効

果
の
必
要
性
を
考
え
て
自
分
で

設
置
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み

と
人
口
減
少
化
に
と
も
な
い
更

に
ご
み
減
量
化
が
予
測
で
き
る
。

町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
の
中
で
県
の
広
域
化
計
画
等

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
内

容
は
。
ご
み
焼
却
施
設
の
長
寿

命
化
や
住
民
に
費
用
負
担
を
か

け
な
い
適
正
な
処
理
計
画
は
。

　
　
　
　
　  

ご
み
処
理
施
設

「
角
山
環
境
セ
ン
タ
ー
」
は
35

年
が
経
過
し
、
改
修
工
事
を
行

っ
て
も
耐
用
年
数
は
最
長
15
年
。

次
の
ス
テ
ー
ジ
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
ご
み
処
理
の
広

域
化
・
効
率
化
に
向
け
て
調
査

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
の

方
に
普
及
の
推
進
を
強
く
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
給

食
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
、
異
物
の
報
告
が
あ
れ

ば
、
当
該
ク
ラ
ス
の
給
食
は
中

断
し
、
教
頭
か
ら
校
長
に
報
告

後
、
全
ク
ラ
ス
の
給
食
を
中
断

す
る
、
児
童
生
徒
の
被
害
状
況

を
把
握
し
、
異
物
確
認
し
た
ら

に
対
し
補
助
支
援
を
す
る
こ
と

も
考
え
て
頂
き
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
20

年
度
の
ご
み
の
総
量
が
８
１
５

７
ト
ン
、
29
年
度
の
ご
み
の
総

量
が
７
１
９
５
ト
ン
で
約
11
．

８
％
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
献
立
給
食
を
中
止
と
同
時

に
、
教
育
委
員
会
、
給
食
セ
ン

タ
ー
に
も
連
絡
。
教
育
委
員
会

か
ら
他
学
校
な
ど
関
係
機
関
に

連
絡
。

　
被
害
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

は
経
過
説
明
と
対
策
、
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

角山環境センター
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問 問

問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

宮
脇
保
健
福
祉
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

宮
脇
保
健
福
祉
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

佐
栁
税
務
課
長

谷
川
町
長

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

　
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、

現
金
を
使
わ
な
い
支
払
い
方
法

で
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
こ

れ
ま
で
も
日
常
的
に
使
用
さ
れ

て
き
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
に
加
え
、
近
年
急
遽
に
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
ス
マ
ホ
決
済

も
対
象
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の

ス
マ
ホ
決
済
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
自
宅
で
の
支
払
い
が
可
能

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
証
明
書

の
手
数
料
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の

支
払
い
、
ま
た
税
金
の
バ
ー
コ

ー
ド
に
よ
る
決
済
、
大
変
便
利

な
ス
マ
ホ
決
済
の
導
入
は
可
能

か
。
　 税

金
な
ど
の
支
払
い
は
ス
マ
ホ
決
済
可
能
か

住
民
生
活
課
長
　
他
市
町
の
導
入
状
況
な
ど
を
検
討
し
て
考
え
る

税
務
課
長
　
導
入
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
通
寺

市
が
窓
口
で
発
行
す
る
証
明
書

な
ど
の
発
行
手
数
料
の
支
払
い

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
の
ペ

イ
ペ
イ
で
試
験
的
に
支
払
え
る

方
法
を
導
入
し
た
と
の
こ
と
。

役
場
窓
口
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
　

み
取
れ
ば
、
支
払
い
が
完
了
す
　

る
。
ま
た
政
府
が
推
進
す
る
キ
　

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
施
策
に
も
相
ま
　

　
　
　
　
　
　
　
税
金
の
ス
マ

ホ
決
済
を
導
入
し
て
い
る
市
町

は
高
松
市
・
観
音
寺
市
・
三
豊

市
の
３
市
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
決

済
は
納
税
者
の
方
々
に
と
っ
て

は
非
常
に
便
利
で
、
収
納
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
増
加
に
よ
り
利
便
性

の
向
上
に
も
繋
が
る
。
し
か
し
、

収
納
手
数
料
や
使
用
に
係
る
月

額
基
本
料
金
の
支
払
い
な
ど
高

額
な
経
費
が
生
じ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
先
行
導

入
し
て
い
る
３
市
の
実
績
や
他

市
町
の
状
況
、
費
用
対
効
果
な

ど
を
基
に
検
討
す
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
に
見

え
る
形
で
評
価
で
き
な
い
か
考

え
て
み
た
い
。

　
　
４
年
前
、
イ
ベ
ン
ト
の
危

機
管
理
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

そ
の
時
に
は
「
事
前
に
関
係
者

と
安
全
対
策
を
協
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
も
情
報
を
集
め
て
検

討
す
る
。
」
と
答
え
ら
れ
た
。

さ
て
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
「
第
17

回 

う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ

　
　
町
で
は
社
協
が
小
中
学
生

向
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
帳
を

発
行
し
て
い
る
。
全
国
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
導

入
し
、
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
使
っ
て
い
る
自
治
体
も
多

く
あ
る
。
町
内
に
は
大
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
い
の
で
、
ボ

イ
ベ
ン
ト
の
危
機
管
理
は

町
長
　
今
回
は
対
策
会
議
を
設
置
し
、方
針
を
決
め
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
を

保
健
福
祉
課
長
　
関
係
団
体
の
意
見
を
聞
き
、
調
査
研
究
す
る

昨年のおひなさんのステージ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
導
入

し
て
地
域
の
た
め
に
還
元
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る

こ
と
で
社
会
参
加
や
地
域
貢
献

に
寄
与
し
、
自
ら
の
健
康
増
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
数
を

重
ね
た
イ
ベ
ン
ト
は
ノ
ウ
ハ
ウ

ん
」
は
町
長
の
要
請
を
受
け
て
、

実
行
委
員
会
の
判
断
で
中
止
に

な
っ
た
。
町
が
主
催
や
後
援
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
明
確
な

基
準
を
決
め
て
ほ
し
い
が
。

　
　
　
　
　
町
で
は
２
月
27
日

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
会
議
を
設
置
し
、
３
月

10
日
ま
で
の
間
、
以
下
の
イ
ベ

　
　
町
内
に
は
企
業
や
学
校
で

積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
優
良

企
業
な
ど
と
し
て
公
表
し
て
は
。

ン
ト
や
会
議
で
町
主
催
の
も
の

は
中
止
ま
た
は
延
期
、
そ
の
他

は
自
粛
要
請
と
し
た
。

①
　
不
特
定
多
数
が
参
加
す
る

②
　
不
要
不
急
の
も
の

③
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を

　
　
き
た
さ
な
い
も
の
。

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
新
規

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
る
。
想

定
外
の
事
案
発
生
時
の
対
応
の

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

っ
て
住
民
の
方
々
が
現
金
を
用
　

意
す
る
手
間
も
省
か
れ
、
行
政
　

側
も
現
金
を
扱
わ
な
い
で
済
む
　

し
業
務
効
率
や
安
全
面
で
有
効
　

で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
な
　

が
ら
導
入
に
当
た
っ
て
は
経
費
　

や
手
数
料
が
発
生
す
る
事
に
な
　

り
他
市
町
の
導
入
状
況
や
実
績
、

費
用
対
効
果
を
検
討
し
て
考
え

る
。

子どもたちはボランティアをしてハートを貯める。

 貯めたハートは学校ごとに集計され、勇心酒造

　　さんの協賛で換金される。その後、町内の

　　　 施設などに車いすやソファーを寄贈

　　　　　 している。

に
も
つ
な
が
る
。
関
係
団
体
の

意
見
を
う
か
が
い
、
調
査
研
究

し
た
い
。
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問 問

問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

宮
脇
保
健
福
祉
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

宮
脇
保
健
福
祉
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

佐
栁
税
務
課
長

谷
川
町
長

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

　
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、

現
金
を
使
わ
な
い
支
払
い
方
法

で
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
こ

れ
ま
で
も
日
常
的
に
使
用
さ
れ

て
き
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
に
加
え
、
近
年
急
遽
に
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
ス
マ
ホ
決
済

も
対
象
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の

ス
マ
ホ
決
済
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
自
宅
で
の
支
払
い
が
可
能

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
証
明
書

の
手
数
料
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の

支
払
い
、
ま
た
税
金
の
バ
ー
コ

ー
ド
に
よ
る
決
済
、
大
変
便
利

な
ス
マ
ホ
決
済
の
導
入
は
可
能

か
。
　 税

金
な
ど
の
支
払
い
は
ス
マ
ホ
決
済
可
能
か

住
民
生
活
課
長
　
他
市
町
の
導
入
状
況
な
ど
を
検
討
し
て
考
え
る

税
務
課
長
　
導
入
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
通
寺

市
が
窓
口
で
発
行
す
る
証
明
書

な
ど
の
発
行
手
数
料
の
支
払
い

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
の
ペ

イ
ペ
イ
で
試
験
的
に
支
払
え
る

方
法
を
導
入
し
た
と
の
こ
と
。

役
場
窓
口
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
　

み
取
れ
ば
、
支
払
い
が
完
了
す
　

る
。
ま
た
政
府
が
推
進
す
る
キ
　

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
施
策
に
も
相
ま
　

　
　
　
　
　
　
　
税
金
の
ス
マ

ホ
決
済
を
導
入
し
て
い
る
市
町

は
高
松
市
・
観
音
寺
市
・
三
豊

市
の
３
市
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
決

済
は
納
税
者
の
方
々
に
と
っ
て

は
非
常
に
便
利
で
、
収
納
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
増
加
に
よ
り
利
便
性

の
向
上
に
も
繋
が
る
。
し
か
し
、

収
納
手
数
料
や
使
用
に
係
る
月

額
基
本
料
金
の
支
払
い
な
ど
高

額
な
経
費
が
生
じ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
先
行
導

入
し
て
い
る
３
市
の
実
績
や
他

市
町
の
状
況
、
費
用
対
効
果
な

ど
を
基
に
検
討
す
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
に
見

え
る
形
で
評
価
で
き
な
い
か
考

え
て
み
た
い
。

　
　
４
年
前
、
イ
ベ
ン
ト
の
危

機
管
理
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

そ
の
時
に
は
「
事
前
に
関
係
者

と
安
全
対
策
を
協
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
も
情
報
を
集
め
て
検

討
す
る
。
」
と
答
え
ら
れ
た
。

さ
て
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
「
第
17

回 

う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ

　
　
町
で
は
社
協
が
小
中
学
生

向
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
帳
を

発
行
し
て
い
る
。
全
国
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
導

入
し
、
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
使
っ
て
い
る
自
治
体
も
多

く
あ
る
。
町
内
に
は
大
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
い
の
で
、
ボ

イ
ベ
ン
ト
の
危
機
管
理
は

町
長
　
今
回
は
対
策
会
議
を
設
置
し
、方
針
を
決
め
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
を

保
健
福
祉
課
長
　
関
係
団
体
の
意
見
を
聞
き
、
調
査
研
究
す
る

昨年のおひなさんのステージ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
導
入

し
て
地
域
の
た
め
に
還
元
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る

こ
と
で
社
会
参
加
や
地
域
貢
献

に
寄
与
し
、
自
ら
の
健
康
増
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
数
を

重
ね
た
イ
ベ
ン
ト
は
ノ
ウ
ハ
ウ

ん
」
は
町
長
の
要
請
を
受
け
て
、

実
行
委
員
会
の
判
断
で
中
止
に

な
っ
た
。
町
が
主
催
や
後
援
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
明
確
な

基
準
を
決
め
て
ほ
し
い
が
。

　
　
　
　
　
町
で
は
２
月
27
日

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
会
議
を
設
置
し
、
３
月

10
日
ま
で
の
間
、
以
下
の
イ
ベ

　
　
町
内
に
は
企
業
や
学
校
で

積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
優
良

企
業
な
ど
と
し
て
公
表
し
て
は
。

ン
ト
や
会
議
で
町
主
催
の
も
の

は
中
止
ま
た
は
延
期
、
そ
の
他

は
自
粛
要
請
と
し
た
。

①
　
不
特
定
多
数
が
参
加
す
る

②
　
不
要
不
急
の
も
の

③
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を

　
　
き
た
さ
な
い
も
の
。

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
新
規

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
る
。
想

定
外
の
事
案
発
生
時
の
対
応
の

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

っ
て
住
民
の
方
々
が
現
金
を
用
　

意
す
る
手
間
も
省
か
れ
、
行
政
　

側
も
現
金
を
扱
わ
な
い
で
済
む
　

し
業
務
効
率
や
安
全
面
で
有
効
　

で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
な
　

が
ら
導
入
に
当
た
っ
て
は
経
費
　

や
手
数
料
が
発
生
す
る
事
に
な
　

り
他
市
町
の
導
入
状
況
や
実
績
、

費
用
対
効
果
を
検
討
し
て
考
え

る
。

子どもたちはボランティアをしてハートを貯める。

 貯めたハートは学校ごとに集計され、勇心酒造

　　さんの協賛で換金される。その後、町内の

　　　 施設などに車いすやソファーを寄贈

　　　　　 している。

に
も
つ
な
が
る
。
関
係
団
体
の

意
見
を
う
か
が
い
、
調
査
研
究

し
た
い
。
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問

問

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

中
谷
教
育
次
長

問

近
藤
危
機
管
理
課
長

森
地
域
整
備
課
主
幹

宮
脇
保
健
福
祉
課
長

谷
川
町
長

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　     か   つ   き

　
　
本
事
業
は
、
か
ね
て
よ
り

不
適
切
な
交
付
実
態
へ
の
指
摘

が
あ
る
。
即
ち
無
用
な
住
民
間

の
疑
心
暗
鬼
を
生
ん
で
い
る
こ

と
で
も
あ
る
。
更
に
は
、
申
請

に
民
生
委
員
の
㊞
が
必
要
で
、

委
員
に
も
心
的
負
担
を
か
け
て

い
る
。
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、

こ
の
際
高
齢
者
す
べ
て
を
対
象

に
し
て
、
申
請
の
可
否
は
個
人

の
良
識
に
ま
か
せ
て
は
ど
う
か
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付
要
綱
を
見
直
し
て
は

保
健
福
祉
課
長
　
タ
ク
シ
ー
業
者
に
取
扱
い
の
注
意
喚
起
　

臨
海
公
園
駐
車
場
お
よ
び
園
内
管
理
は

地
域
整
備
課
主
幹
　
こ
れ
ま
で
以
上
に
適
切
な
管
理
に
努
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30

年
度
決
算
で
は
対
象
者
２
１
９

８
人
、
申
請
者
１
４
７
１
人
で

交
付
率
66
．
９
％
、
そ
の
内
使

用
率
68
．
７
％
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
本
人
以
外
の
使
用
が
疑
わ

れ
る
事
例
を
聞
く
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
改
善
点
と
し
て
タ
ク
シ

ー
業
者
に
取
扱
の
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

　

　
　
　
　
　
提
案
に
つ
い
て
は
、

議
員
各
位
が
了
承
い
た
だ
け
る

の
で
あ
れ
ば
、
担
当
課
の
方
で

前
向
き
に
検
討
さ
せ
た
い
。

　
　
全
国
学
力
学
習
調
査
で
平

成
24
、
27
、
30
年
度
は
理
科
も

実
施
さ
れ
た
。
結
果
と
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
授
業
改
善
や

方
策
を
し
た
の
か
。

　
北
小
学
校
に
「
ふ
し
ぎ
発
見

ク
ラ
ブ
」
が
あ
る
が
、
他
に
科

学
・
理
科
系
の
ク
ラ
ブ
が
な
い
。

小
中
学
校
に
理
科
系
の
ク
ラ
ブ

や
部
活
動
を
作
っ
て
み
て
は
ど

う
か
。

　
　
消
防
サ
イ
レ
ン
を
建
物
火

災
、
山
林
火
災
な
ど
の
種
類
で

吹
鳴
パ
タ
ー
ン
を
変
え
ら
れ
な

い
か
。
ま
た
、
ど
こ
で
発
生
し

た
か
地
区
名
だ
け
で
も
放
送
で

き
な
い
か
。
自
治
体
に
よ
っ
て

理
科
の
学
習
調
査
の
結
果
と
課
題
解
決
策
は

教
育
次
長
　
疑
問
を
取
り
上
げ
、
多
様
な
実
験
が
大
切

火
災
情
報
を
メ
ー
ル
発
信
で
き
な
い
か

危
機
管
理
課
長
　
他
市
町
の
手
法
を
確
認
し
つ
つ
調
査
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
団

の
招
集
と
、
吹
鳴
が
長
け
れ
ば

大
火
事
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と

　
　
水
族
館
オ
ー
プ
ン
を
ま
近

に
控
え
、
期
待
の
裏
に
は
様
々

な
交
通
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

そ
の
一
つ
、
水
族
館
の
有
料
駐

車
場
と
区
別
し
た
臨
海
公
園
無

料
駐
車
場
の
管
理
を
ど
う
す
る

の
か
。
さ
ら
に
は
水
族
館
に
隣

接
す
る
公
園
の
景
観
に
つ
い
て

も
更
な
る
配
慮
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
車
場

に
関
し
て
、
公
園
利
用
者
に
不

便
と
な
ら
な
い
よ
う
に
対
策
を

練
っ
て
き
た
が
、
町
だ
け
で
出

来
る
事
に
は
限
り
が
あ
り
、
水

族
館
と
も
連
携
を
と
り
、
全
体

的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
中
で
公

園
駐
車
場
の
確
保
に
努
め
た
い
。

公
園
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
注
力
し
た
上
で
、

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
は
全
国

学
習
調
査
で
理
科
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
県
の
学
習
調

査
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
小
学

校
で
は
「
科
学
的
な
思
考
・
表

現
」
が
若
干
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
が
「
観
察
・
実
験
の
技

能
」
や
「
自
然
現
象
の
知
識
・

理
解
」
は
上
回
っ
て
い
る
。
中

学
校
で
は
、
い
ず
れ
に
つ
い
て

も
県
平
均
を
１
点
前
後
下
回
っ

て
い
る
。
課
題
の
改
善
に
は
、

は
、
火
災
情
報
を
メ
ー
ル
登
録

す
る
と
自
動
受
信
で
き
る
。

図
・
グ
ラ
フ
や
文
章
か
ら
情
報

を
正
確
に
読
み
取
り
、
筋
道
を

立
て
て
学
習
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
児
童
生
徒
が
疑
問
に
な

る
も
の
を
取
り
上
げ
、
多
様
な

実
験
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
小
学
校
で
は
、
加
配

教
員
と
町
雇
用
支
援
員
の
２
人

体
制
で
の
理
科
の
授
業
、
新
聞

の
内
容
か
ら
ク
イ
ズ
を
昼
食
時

に
出
す
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

い
う
意
味
合
い
の
吹
鳴
な
の
で
、

パ
タ
ー
ン
分
け
は
難
し
い
。
火

災
場
所
が
心
配
な
人
に
、
坂
出

消
防
署
の
火
災
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

４
５―
４
９
４
９
を
案
内
し
て

い
る
。
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

他
市
町
の
手
法
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
調
査
研
究
す
る
。

水
族
館
に
負
け
な
い
よ
う
、
宇

多
津
町
に
、
香
川
県
に
、
四
国

に
臨
海
公
園
あ
り
と
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

　
　
只
今
の
実
績
報
告
で
は
、

全
対
象
者
の
約
50
％
の
利
用
が

あ
り
、
様
々
な
事
情
で
利
用
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
勘
案
し
て

も
、
数
字
的
に
は
不
正
利
用
を

と
や
か
く
言
う
ほ
ど
で
は
な
い

か
と
個
人
的
に
は
思
う
。
な
ら

ば
、
住
民
間
の
疑
心
暗
鬼
や
民

生
委
員
の
ご
苦
労
を
払
う
た
め

に
も
、
条
件
撤
廃
を
し
て
は
ど

う
か
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

　
理
科
系
の
ク
ラ
ブ
や
部
活
動

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

ク
ラ
ブ
や
部
活
の
児
童
生
徒
数

や
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
た
う

え
で
職
員
配
置
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
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問

問

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

中
谷
教
育
次
長

問

近
藤
危
機
管
理
課
長

森
地
域
整
備
課
主
幹

宮
脇
保
健
福
祉
課
長

谷
川
町
長

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　     か   つ   き

　
　
本
事
業
は
、
か
ね
て
よ
り

不
適
切
な
交
付
実
態
へ
の
指
摘

が
あ
る
。
即
ち
無
用
な
住
民
間

の
疑
心
暗
鬼
を
生
ん
で
い
る
こ

と
で
も
あ
る
。
更
に
は
、
申
請

に
民
生
委
員
の
㊞
が
必
要
で
、

委
員
に
も
心
的
負
担
を
か
け
て

い
る
。
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、

こ
の
際
高
齢
者
す
べ
て
を
対
象

に
し
て
、
申
請
の
可
否
は
個
人

の
良
識
に
ま
か
せ
て
は
ど
う
か
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付
要
綱
を
見
直
し
て
は

保
健
福
祉
課
長
　
タ
ク
シ
ー
業
者
に
取
扱
い
の
注
意
喚
起
　

臨
海
公
園
駐
車
場
お
よ
び
園
内
管
理
は

地
域
整
備
課
主
幹
　
こ
れ
ま
で
以
上
に
適
切
な
管
理
に
努
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30

年
度
決
算
で
は
対
象
者
２
１
９

８
人
、
申
請
者
１
４
７
１
人
で

交
付
率
66
．
９
％
、
そ
の
内
使

用
率
68
．
７
％
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
本
人
以
外
の
使
用
が
疑
わ

れ
る
事
例
を
聞
く
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
改
善
点
と
し
て
タ
ク
シ

ー
業
者
に
取
扱
の
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

　

　
　
　
　
　
提
案
に
つ
い
て
は
、

議
員
各
位
が
了
承
い
た
だ
け
る

の
で
あ
れ
ば
、
担
当
課
の
方
で

前
向
き
に
検
討
さ
せ
た
い
。

　
　
全
国
学
力
学
習
調
査
で
平

成
24
、
27
、
30
年
度
は
理
科
も

実
施
さ
れ
た
。
結
果
と
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
授
業
改
善
や

方
策
を
し
た
の
か
。

　
北
小
学
校
に
「
ふ
し
ぎ
発
見

ク
ラ
ブ
」
が
あ
る
が
、
他
に
科

学
・
理
科
系
の
ク
ラ
ブ
が
な
い
。

小
中
学
校
に
理
科
系
の
ク
ラ
ブ

や
部
活
動
を
作
っ
て
み
て
は
ど

う
か
。

　
　
消
防
サ
イ
レ
ン
を
建
物
火

災
、
山
林
火
災
な
ど
の
種
類
で

吹
鳴
パ
タ
ー
ン
を
変
え
ら
れ
な

い
か
。
ま
た
、
ど
こ
で
発
生
し

た
か
地
区
名
だ
け
で
も
放
送
で

き
な
い
か
。
自
治
体
に
よ
っ
て

理
科
の
学
習
調
査
の
結
果
と
課
題
解
決
策
は

教
育
次
長
　
疑
問
を
取
り
上
げ
、
多
様
な
実
験
が
大
切

火
災
情
報
を
メ
ー
ル
発
信
で
き
な
い
か

危
機
管
理
課
長
　
他
市
町
の
手
法
を
確
認
し
つ
つ
調
査
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
団

の
招
集
と
、
吹
鳴
が
長
け
れ
ば

大
火
事
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と

　
　
水
族
館
オ
ー
プ
ン
を
ま
近

に
控
え
、
期
待
の
裏
に
は
様
々

な
交
通
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

そ
の
一
つ
、
水
族
館
の
有
料
駐

車
場
と
区
別
し
た
臨
海
公
園
無

料
駐
車
場
の
管
理
を
ど
う
す
る

の
か
。
さ
ら
に
は
水
族
館
に
隣

接
す
る
公
園
の
景
観
に
つ
い
て

も
更
な
る
配
慮
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
車
場

に
関
し
て
、
公
園
利
用
者
に
不

便
と
な
ら
な
い
よ
う
に
対
策
を

練
っ
て
き
た
が
、
町
だ
け
で
出

来
る
事
に
は
限
り
が
あ
り
、
水

族
館
と
も
連
携
を
と
り
、
全
体

的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
中
で
公

園
駐
車
場
の
確
保
に
努
め
た
い
。

公
園
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
注
力
し
た
上
で
、

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
は
全
国

学
習
調
査
で
理
科
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
県
の
学
習
調

査
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
小
学

校
で
は
「
科
学
的
な
思
考
・
表

現
」
が
若
干
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
が
「
観
察
・
実
験
の
技

能
」
や
「
自
然
現
象
の
知
識
・

理
解
」
は
上
回
っ
て
い
る
。
中

学
校
で
は
、
い
ず
れ
に
つ
い
て

も
県
平
均
を
１
点
前
後
下
回
っ

て
い
る
。
課
題
の
改
善
に
は
、

は
、
火
災
情
報
を
メ
ー
ル
登
録

す
る
と
自
動
受
信
で
き
る
。

図
・
グ
ラ
フ
や
文
章
か
ら
情
報

を
正
確
に
読
み
取
り
、
筋
道
を

立
て
て
学
習
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
児
童
生
徒
が
疑
問
に
な

る
も
の
を
取
り
上
げ
、
多
様
な

実
験
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
小
学
校
で
は
、
加
配

教
員
と
町
雇
用
支
援
員
の
２
人

体
制
で
の
理
科
の
授
業
、
新
聞

の
内
容
か
ら
ク
イ
ズ
を
昼
食
時

に
出
す
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

い
う
意
味
合
い
の
吹
鳴
な
の
で
、

パ
タ
ー
ン
分
け
は
難
し
い
。
火

災
場
所
が
心
配
な
人
に
、
坂
出

消
防
署
の
火
災
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

４
５―

４
９
４
９
を
案
内
し
て

い
る
。
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

他
市
町
の
手
法
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
調
査
研
究
す
る
。

水
族
館
に
負
け
な
い
よ
う
、
宇

多
津
町
に
、
香
川
県
に
、
四
国

に
臨
海
公
園
あ
り
と
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

　
　
只
今
の
実
績
報
告
で
は
、

全
対
象
者
の
約
50
％
の
利
用
が

あ
り
、
様
々
な
事
情
で
利
用
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
勘
案
し
て

も
、
数
字
的
に
は
不
正
利
用
を

と
や
か
く
言
う
ほ
ど
で
は
な
い

か
と
個
人
的
に
は
思
う
。
な
ら

ば
、
住
民
間
の
疑
心
暗
鬼
や
民

生
委
員
の
ご
苦
労
を
払
う
た
め

に
も
、
条
件
撤
廃
を
し
て
は
ど

う
か
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

　
理
科
系
の
ク
ラ
ブ
や
部
活
動

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

ク
ラ
ブ
や
部
活
の
児
童
生
徒
数

や
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
た
う

え
で
職
員
配
置
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
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問 問問

近
藤
危
機
管
理
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

問

問 問

谷
川
町
長

佐
栁
税
務
課
長

森
地
域
整
備
課
主
幹

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

行
政
機
関
や
金
融
機
関
の
窓
口

で
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
る
。
さ
ら
に
本
年
９

月
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
制
度
が
消
費
活
性
化
策
と
し

て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

還
元
を
受
け
る
に
は
、
写
真
と

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
入
り
の
マ
イ
ナ
ン

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を

住
民
生
活
課
長
　
窓
口
や
広
報
誌
で
周
知
、
取
得
率
は
１
割

急
傾
斜
地
の
対
策
を

地
域
整
備
課
主
幹
　
危
険
個
所
点
検
を
毎
年
実
施

　
　
３
月
６
日
現
在
、
香
川
県

内
で
症
例
確
認
が
な
い
が
、
今

後
、
猛
威
を
振
る
う
可
能
性
が

あ
る
。
一
斉
休
校
に
対
す
る
不

安
が
聞
こ
え
て
く
る
が
、
本
町

の
今
後
の
対
応
、
特
に
学
校
再

開
の
め
ど
や
授
業
の
補
填
は
ど

う
お
考
え
か
。
ま
た
、
収
束
後
、

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
６
月
議
会
で
も
取
り
上
げ

た
が
、
町
民
か
ら
は
年
金
だ
け

で
な
く
貯
蓄
を
崩
し
て
高
い
国

民
健
康
保
険
税
を
払
う
と
聞
く
。

日
本
共
産
党
は
国
民
健
康
保
険

税
の
医
療
分
平
等
割
・
均
等
割

の
廃
止
を
訴
え
て
い
る
が
、
町

民
か
ら
の
声
に
ど
う
答
え
る
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
は

町
長
　
今
後
、
沈
静
化
に
進
む
こ
と
を
期
待
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を

税
務
課
長
　
当
町
で
は
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
る
が

現
在
、
本
町
の
カ
ー
ド
取
得
者

の
状
況
及
び
取
得
率
向
上
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
及
に

向
け
窓
口
や
広
報
誌
に
て
周
知

を
行
い
、
書
類
の
記
入
補
助
や
、

顔
写
真
撮
影
の
サ
ポ
ー
ト
を
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
が
主

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
働
き
掛
け

て
幅
広
い
広
報
活
動
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
今
年
２
月
神
奈
川
県
で
、

県
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指

定
し
た
市
道
沿
い
の
土
砂
が
崩

れ
る
と
い
う
事
故
が
あ
っ
た
。

本
町
に
は
そ
の
よ
う
な
急
傾
斜

地
は
何
か
所
あ
る
の
か
。
ま
た

そ
の
点
検
方
法
な
ど
を
伺
う
。

想
定
外
の
災
害
が
起
こ
っ
た
時

の
町
と
し
て
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
の

台
風
19
号
並
み
の
降
雨
が
あ
れ

ば
大
束
川
も
決
壊
や
氾
濫
の
可

能
性
が
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
の

急
傾
斜
地
は
23
か
所
あ
り
危
険

と
判
断
す
る
箇
所
の
点
検
は
土

砂
災
害
防
止
月
間
に
毎
年
行
っ

て
い
る
。
台
風
等
、
甚
大
な
降

雨
が
予
想
さ
れ
る
時
に
は
臨
時

点
検
と
し
て
急
傾
斜
地
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
安
倍
総
理
は
３
月

２
日
か
ら
全
国
す
べ
て
の
小
・

中
・
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援

学
校
に
つ
い
て
臨
時
休
校
を
要

請
す
る
考
え
を
表
明
さ
れ
た
。

県
か
ら
は
３
月
３
日
か
ら
臨
時

休
校
と
す
る
通
知
が
あ
り
、
本

町
で
も
３
月
３
日
か
ら
４
月
５

日
ま
で
臨
時
休
校
と
し
た
。
集

団
感
染
に
よ
る
拡
散
を
防
ぐ
措

置
で
、
文
部
科
学
省
の
行
動
計

画
に
基
づ
く
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
文
部

科
学
省
で
新
た
な
対
応
策
が
図

ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
国
民
健
康
保

険
は
加
入
者
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
。
保
険
税
額
が
高
い

と
い
う
意
見
は
承
知
し
て
い
る

が
、
本
町
で
は
県
か
ら
示
さ
れ

た
も
の
よ
り
低
い
保
険
料
率
を

採
用
し
、
で
き
る
限
り
の
負
担

　
　昨
年
の
台
風
19
号
の
よ
う

な
記
録
的
な
大
雨
に
み
ま
わ
れ

た
場
合
、
大
束
川
の
決
壊
や
氾

濫
の
危
険
性
は
な
い
か
。

　
　マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得

す
る
た
め
の
カ
ー
ド
申
請
と
マ

イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
登
録
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
は
。

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
　
　

　
低
所
得
世
帯
に
は
、
所
得
に

応
じ
て
均
等
割
や
平
等
割
の
軽

減
措
置
を
設
け
る
な
ど
、
さ
ら

に
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

町
と
し
て
、
浸
水
想
定
図
を
基

に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
整
備
し
、

的
確
な
避
難
行
動
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。

施
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
者
数
は
１
８
６
８

人
で
10
．
１
％
の
取
得
率
と
な

っ
て
い
る
。

キャッシュレス決済に対して
国からもらえるポイント
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問 問問

近
藤
危
機
管
理
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

問

問 問

谷
川
町
長

佐
栁
税
務
課
長

森
地
域
整
備
課
主
幹

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

行
政
機
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や
金
融
機
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窓
口
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公
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身
分
証
明
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し
て

利
用
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る
。
さ
ら
に
本
年
９

月
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
制
度
が
消
費
活
性
化
策
と
し

て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

還
元
を
受
け
る
に
は
、
写
真
と

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
入
り
の
マ
イ
ナ
ン

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を

住
民
生
活
課
長
　
窓
口
や
広
報
誌
で
周
知
、
取
得
率
は
１
割

急
傾
斜
地
の
対
策
を

地
域
整
備
課
主
幹
　
危
険
個
所
点
検
を
毎
年
実
施

　
　
３
月
６
日
現
在
、
香
川
県

内
で
症
例
確
認
が
な
い
が
、
今

後
、
猛
威
を
振
る
う
可
能
性
が

あ
る
。
一
斉
休
校
に
対
す
る
不

安
が
聞
こ
え
て
く
る
が
、
本
町

の
今
後
の
対
応
、
特
に
学
校
再

開
の
め
ど
や
授
業
の
補
填
は
ど

う
お
考
え
か
。
ま
た
、
収
束
後
、

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
６
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議
会
で
も
取
り
上
げ

た
が
、
町
民
か
ら
は
年
金
だ
け
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な
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貯
蓄
を
崩
し
て
高
い
国

民
健
康
保
険
税
を
払
う
と
聞
く
。

日
本
共
産
党
は
国
民
健
康
保
険

税
の
医
療
分
平
等
割
・
均
等
割
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廃
止
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訴
え
て
い
る
が
、
町

民
か
ら
の
声
に
ど
う
答
え
る
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
は

町
長
　
今
後
、
沈
静
化
に
進
む
こ
と
を
期
待
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
引
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下
げ
を

税
務
課
長
　
当
町
で
は
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

バ
ー
カ
ー
ド
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必
要
に
な
る
が

現
在
、
本
町
の
カ
ー
ド
取
得
者

の
状
況
及
び
取
得
率
向
上
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
及
に
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広
報
誌
に
て
周
知

を
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い
、
書
類
の
記
入
補
助
や
、

顔
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撮
影
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
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催
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ン
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広
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検
討
し
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い
き
た
い
。
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を
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は
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て
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る
。
　
　

　
低
所
得
世
帯
に
は
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得
に

応
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均
等
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や
平
等
割
の
軽

減
措
置
を
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け
る
な
ど
、
さ
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に
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担
軽
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を
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て
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る
。

ご
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解
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だ
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。

町
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に
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プ
を
整
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し
、

的
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避
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桜
を
満
喫
す
る
こ
と
な
く
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
話
題
ば
か
り
で
す
。
京
都
大
学
で

ウ
イ
ル
ス
研
究
を
さ
れ
て
い
る
宮
沢
孝

幸
先
生
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
で
も
注
意
喚
起
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
窓
は
開
け
て
、
鼻
で
息
を
す
る
。

・
外
出
中
は
顔
を
触
ら
な
い
。

・
家
に
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
手
を
洗

　う
。

・
人
に
会
う
と
き
は
マ
ス
ク
を
す
る
。

　
感
染
拡
大
を
防
ぐ
の
は
、
一
人
ひ
と

り
の
意
識
が
大
切
で
す
。
マ
ス
ク
や
消

毒
、
念
入
り
な
手
洗
い
を
心
が
け
、
読

書
な
ど
家
で
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
　
　
　
　 

（
西
本
　
祐
子
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

町政を問う「学校給食の安全」ほか
政務活動費の使いみち
子ども議会「観光のまちづくり」ほか
委員会審議「コミュニティバス試行」ほか

16

6
8

宇多津北小「水族館を中心としたまちづくりを」
　水族館や観光スポットをめぐる「町内ぐるっとバス」を運行し
　ては。
　今年秋から、水族館・病院・ス
　ーパーなどを回る巡回バスを試
　行運転する予定。
　「街なか水族館」を展開しては。
　水槽を設置する場所の確保や環
　境整備が課題。

　２月18日、子ども議会が開催され、町内小中学
校の代表が本会議場で質問しました。参加したのは
児童会・生徒会の子どもたちで、児童会などに入っ
た理由は「学校や地域を良くしたい」「みんなのた
めに働きたい」というものでした。そのような思い
があり、子どもたちは町の将来を真剣に考えた素晴
らしい質問をしていました。

Ｑ 

A 

Ｑ 
A 

　スタンプラリー付きのパンフレット
　を作成しては。
　「うたづさんぽみち」というWEBサ
　イトに関連したガイドマップを作る。
　インスタ映えスポットはないのか。
　三ツ岩やゆるぎ岩などたくさんのイ
　ンスタ映えスポットがある。

Ｑ 

A 

Ｑ 
A 

質問をする宇多津北小 児童会のみなさん

議長や書記、質問者もこなす宇多津中
生徒会のみなさん

「観光客であふれるまちづくりを」宇多津小

質問をする宇多津小 児童会のみなさん

　防災訓練で、若者や小中学生が
　興味を持つ「防災クッキング」
 「防災グッズづくり」のイベント
　を開催しては。
　 「防災クッキング」は訓練の中
　での調整が難しい。「防災グッ
　ズづくり」を訓練メニューに取
　り入れることは可能。

Ｑ 

A 

《感想》
・貴重な体験を将来活か
　したい。
・質問が宇多津町のため
　になるなら、うれしい。
・議会の事が理解できた。

《感想》
・貴重な体験ができた。
・町や政治について考え
　るいい機会になった。
・町民の一人としてでき
　ることをしていきたい。

《感想》
・自分たちの質問が町の
　ために役立っている。
・新しく発見することも
　あっていい経験になった。
・自分で考えたことを発
　表できてうれしかった。

宇多津中　「町で取り組む防災」

子ども議会子ども議会

4

～宇多津臨海公園～
　コロナウイルスの感染拡大が危惧されています。
　春休みのこの時期は、いつもなら子どもたちで
溢れている公園も、閑散としていました。
　一日も早く終息することを願うばかりです。


